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Ⅰ．法人の概要 
 
 
１．建学の精神 

   

   臨床に優れ、かつ豊かな人間性に裏打ちされた医療人を育成する 
 

 

２．学校法人の沿革 
 

昭和４８年（１９７３） ３月 厚生省より鍼灸師養成施設の認可を受ける 

   ４月 大阪鍼灸専門学校開校 

昭和５２年（１９７７） ４月 学校法人「森ノ宮学園」となり、あわせて専修学校医療専門課程とな 

                る 

昭和５７年（１９８２） ４月 附属診療所、附属鍼灸施術所落成 

昭和６０年（１９８５） ４月 卒後教育雑誌「鍼灸 OSAKA」創刊 

昭和６３年（１９８８） ５月 鍼灸師養成に関わる法律により修業年限３年となる 

   １１月 中国、大連市中医医院と学術研究提携を結ぶ 

平成３年（１９９１） ７月 米国、Santa Barbara College of Oriental Medicine と教育提携を

結  

                ぶ 

平成４年（１９９２） ７月 中国、南京中医薬大学と学術研究提携を結ぶ 

平成７年（１９９５） ３月 この年の卒業生から文部省告示による専門士（医療専門課程）の称号 

を授与 

平成８年（１９９６） ６月 中国江蘇省陰市中医院と交流開始 

平成１２年（２０００） ４月 柔道整復学科開設、法人名を学校法人森ノ宮医療学園、 

    学校名を森ノ宮医療学園専門学校と改称 

平成１３年（２００１） １月 本校舎増改築工事完成 

    はりきゅうミュージアム開設 

平成１４年（２００２） １月 はりきゅうミュージアムにて代田文誌特別展開催 

   ４月 緑橋校舎増設 

平成１５年（２００３） ３月 柔道整復学科第１期生卒業 

    創立 30周年記念式典 

    校歌「みどりの風」制定 

   ４月 全日制アドバンスコース開講 

   ７月 アネックス校舎（第１期）完成 

平成１６年（２００４） ３月 中国江蘇省江陰市中医院と学術・教育協定締結 

平成１７年（２００５） ２月 医療法人淳良会関目病院と教育提携を結ぶ 

平成１９年（２００７） ４月 森ノ宮医療大学開学 

平成２０年（２００８） ２月 第１回おおさか優良緑化賞・大阪府知事賞受賞 

   １１月 森ノ宮医療大学コスモキャンパス第２校地取得 

平成２１年（２００９） ４月 森ノ宮医療大学 AMRI医療センター（アムリクリニック、アムリ鍼 

灸院）開院 

平成２２年（２０１０） １月 森ノ宮医療学園附属みどりの風クリニック、みどりの 

    風鍼灸院開院 

   ３月 森ノ宮医療学園アネックス校舎完成 

            ４月  地方独立行政法人大阪府立病院機構大阪府立急性期・総合医療 

センターと包括連携協定締結 

   ６月 森ノ宮医療大学メディカフェオープン 
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平成２３年（２０１１） ４月 森ノ宮医療大学看護学科設置 西棟（ウエストポート）竣工 

    森ノ宮医療大学大学院修士課程保健医療学研究科設置 

平成２４年（２０１２） ２月 森ノ宮医療大学鍼灸学科スポーツ特修コース設置認可 

平成２５年（２０１３） ３月  森ノ宮医療大学 公益財団法人日本高等教育評価機構による機関別 

認証評価受審の結果、「適合」との判定 

                森ノ宮医療学園専門学校 文部科学大臣より「職業実践専門課程」の

認定 

平成２６年（２０１４） １月  大阪市住之江区と包括連携協定締結 

平成２６年（２０１４） ６月  大阪府高槻市教育委員会と包括連携協定締結 

平成２６年（２０１４） １１月 大阪府吹田市教育委員会と包括連携協定締結 

平成２７年（２０１５） ２月  相愛大学と包括連携協定締結 

平成２７年（２０１５） ４月  大阪市教育委員会と連携協定締結 

平成２７年（２０１５） ７月  守口市教育委員会と連携協定締結 

平成２８年（２０１６） １月  帝塚山福祉会と相互連携協定締結 

平成２８年（２０１６） ４月  森ノ宮医療大学に助産学専攻を開設 保健医療学部に臨床検査学科、 

作業療法学科を開設 

平成２８年（２０１６） ５月  森ノ宮医療大学 新棟（キャナルポート）竣工、新体育館、新図書館 

併設 

 

 

３．設置する学校・学部・学科等  
 

法人の 

名称 
学校法人森ノ宮医療学園 

事務所の 

所在地 

大阪府大阪市東成区

中本 4丁目 1番 8号 

設
置
す
る
学
校 

学校名 学部・学科名等 
修業

年限 

入学

定員 

編入

学定

員 

収容 

定員 
開設年度 

森ノ宮医

療大学 

 

大学院保健医療学研究科

保健医療学専攻（修士課

程） 

2 6 0 12 平成 23年 

保健医療学部鍼灸学科 4 60 0 240 

平成 19年 
保健医療学部理学療法学

科 
4 60 0 240 

保健医療学部看護学科 4 80 0 320 平成 23年 

保健医療学部臨床検査学

科 
4 60 0 240 平成 28年 

保健医療学部作業療法学

科 
4 40 0 160 平成 28年 

助産学専攻科 1 10 0 10 平成 28年 

森ノ宮医

療学園専

門学校 

医療専門課程 鍼灸学科 3 210 0 630 昭和 48年 

医療専門課程 柔道整復

学科 
3 180 0 540 平成 12年 
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４．施設等の状況 

 
 

学校名（所在地） 校地現有面積 校舎現有面積 備考 

森ノ宮医療大学・ 

大学院 

（大阪市住之江区南港北１丁目３９番 1号） 

 

㎡ 

 

 

 

15,995.24  

㎡ 

7,209.83  

（東校舎） 

 

学生食堂は平成 22 年

6 月完成。（676.67㎡） 

西（看護学棟）校舎は

平成 23 年 3 月完成。

（4,566.38 ㎡） 

なお、校舎面積 

7,209.83 ㎡は大学設

置認可申請書の「基本

計画書」の校舎面積に

加えて基準外の体育

館面積 433.50 ㎡を含

む。 

676.67  

（学生食堂） 

4,566.38  

（西校舎） 

森ノ宮医療大学 

（大阪市東成区中本２丁目５番４１号） 
1,329.40  

198.76  

（森ノ宮校舎） 
（森ノ宮校舎） 

森ノ宮医療大学 計 17,324.64  12,651.64   

森ノ宮医療学園専門学校 

（大阪市東成区中本４丁目１番８号） 
1,560.22  

5,282.70  

(本校舎) 

 

森ノ宮医療学園専門学校 

（大阪市東成区中本３丁目１５番１１号） 
530.56  

936.74  

（緑橋校舎） 

森ノ宮医療学園専門学校（大阪市東成区中

本２丁目５番４１号） 
－  2,150.98  アネックス校舎 

森ノ宮医療学園専門学校 計 2,090.78  8,370.42   

（大学＋専門学校） 合計 19,415.42  21,022.06   
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５．役員の概要 
（平成 27 年 4月 1日現在） 

定員数：理事 8～12名、監事 2名 

役員 氏名 役員就任年月日 
寄附行為上

の選任区分 
備考 

理事長 清水尚道 平成 22年 4 月 7-1-1 森ノ宮医療学園専門学校校長 

理事 荻原俊男 平成 23年 4 月 7-1-1 森ノ宮医療大学学長 

理事 安田実 平成 11年 5 月 7-1-3  

理事 三木完二 平成 9年 5月 7-1-2  

理事 花谷幸比古 平成 9年 5月 7-1-2  

理事 中田敬吾 平成 14年 5 月 7-1-3  

理事 尾﨑朋文 平成 25年 4 月 7-1-2  

理事 森優也 平成 25年 4 月 7-1-2  

理事 小島賢久 平成 25年 4 月 7-1-2  

理事 吉川徹 平成 25年 7 月 7-1-3  

理事 金尾顕郎 平成 27年 4 月 7-1-3  

理事 青木元邦 平成 27年 4 月 7-1-3  

監事 日根野文三 平成 11年 5 月   

監事 小林由幸 平成 14年 10月   

 

６．評議員の概要 
（平成 27 年 4月 1日現在） 

定員数 17～25名 

役員 氏名 寄附行為上の選任区分 

評議員 田畑京美 25-1-1 

評議員 川鍋史一 25-1-1 

評議員 金尾顕郎 25-1-1 

評議員 山下 仁 25-1-1 

評議員 村上生美 25-1-1 

評議員 鍋田智之 25-1-1 

評議員 青木元邦 25-1-1 

評議員 宮﨑義雄 25-1-1 

評議員 花谷幸比古 25-1-2 

評議員 三木完二 25-1-2 

評議員 森  俊豪 25-1-2 

評議員 浜田 暁 25-1-2 

評議員 清水尚道 25-1-2 

評議員 尾﨑朋文 25-1-2 

評議員 奥田  功 25-1-3 

評議員 河内 明 25-1-3 

評議員 鈴木 紘 25-1-3 

評議員 尾本禎男 25-1-3 
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評議員 下條喜信 25-1-3 

評議員 築山房乃 25-1-3 

評議員 房前素徳 25-1-3 

評議員 森 優也 25-1-3 

評議員 小島賢久 25-1-3 

評議員 葉山直史 25-1-3 

評議員 吉岡敏治 25-1-3 

 

 

７．教職員の概要 

（平成 27 年 4月 1日現在） 

●専門学校・診療所 

区分 専任 兼任(またはﾊﾟｰﾄ) 合計 

教員 31 66 97 

職員 24 8 32 

診療所職員 18 0 18 

合計 73 74 147 

 

●大学 

区分 専任 兼任(またはﾊﾟｰﾄ) 合計 

教員 85 113 198 

職員 34 5 39 

合計 119 118 237 

 
（参考：平成 26年 4月 1日時点） 

●専門学校・診療所 

区分 専任 兼任(またはﾊﾟｰﾄ) 合計 

教員 35 65 100 

職員 21 4 25 

診療所職員 16 0 16 

合計 72 69 141 

 

●大学 

区分 専任 兼任(またはﾊﾟｰﾄ) 合計 

教員 87 111 198 

職員 29 6 35 

合計 116 117 233 
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８．その他 
 
●主な加盟団体  

  加盟団体 部門 主管部署 備考 

1 公益社団法人 私学経営研究会 法 法人本部 

学校関係 

2 ＮＰＯ法人 学校経理研究会 法 法人本部 

3 全国専修学校各種学校総連合会 専 事務局 

4 社団法人 大阪府専修学校各種学校連合会 専 事務局 

5 公益財団法人 日本高等教育評価機構 大 総務室 

6 都市圏高等教育懇談会 大 総務室 

7 日本私立大学協会 大 総務室 

8 日本私立大学協会関西支部 大 総務室 

9 西日本私立大学振興協議会 大 経営企画室 

10 大阪府私立大学連絡会 大 総務室 

11 特定非営利活動法人 大学コンソーシアム大阪 大 教務室 

12 関西地区 FD連絡協議会 大 経営企画室 

13 関西学生就職指導研究会 大 学生支援室 

14 日本アロマコーディネーター協会 専 事務局 

15 公益社団法人 東洋療法学校協会 専 鍼灸学科 

鍼灸関係 16 公益社団法人 全日本鍼灸学会 共/大図 鍼灸学科 

17 一般社団法人 メディカル・フィットネス協会 大 鍼灸学科 

18 一般社団法人 全国リハビリテーション学校協議会 大 理学療法学科 理学療法 

関係 19 一般社団法人 近畿リハビリテーション学校協議会 大 理学療法学科 

20 一般社団法人 日本私立看護系大学協議会 大 看護学科 

看護関係 
21 一般社団法人 日本看護系大学協議会 大 看護学科 

22 公益社団法人 全国助産師教育協議会 大 看護学科 

23 一般社団法人 全国保健師教育機関協議会 大 看護学科 

24 公益社団法人 全国柔道整復学校協会 専/大図 柔道整復学科 柔道整復 

関係 25 公益社団法人 日本柔道整復接骨医学会 専 柔道整復学科 

26 私立大学図書館協会 大 図書館 

図書館 

関係 

27 日本看護図書館協会 大 図書館 

28 一般社団法人 日本温泉気候物理学医学会 大 図書館 

29 一般社団法人 日本東洋医学会 大 図書館 

30 社団法人大阪市防火管理協会 専 事務局 

広報関係 

地域関連 

31 東成防火協力会 専 事務局 

32 中本連合中本第一町会 専 事務局 

33 コスモスクエア地区開発協議会 大 経営企画室 

34 公益社団法人 日本医師会 法 附属診療所 
診療所 

関係 
35 一般社団法人 大阪府医師会 法 附属診療所 

36 一般社団法人 東成区医師会 法 附属診療所 
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Ⅱ．事業の概要 
 
１．学園全体 
 
平成 27年度の主な事業の遂行状況は、以下の通りである。 

1. 森ノ宮医療大学（以下、大学と表記）における平成 28 年度の新学科（臨床検査学

科・作業療法学科の 2学科）および助産学専攻科の開設をにらみ、南校地に約 11,000

㎡の校舎を新築することについて設計監理を株式会社永田建築研究所に、施工を株

式会社鴻池組に発注し、建築工事契約を締結した。なお、当初平成 27年度内に竣工

の予定であったが、土壌改良等の工事の追加もあり、平成 28年度（平成 28年 4月

末日）に竣工となる予定であることから、文部科学省に報告相談した。 

2. 大学においては、すでにその中期計画の中で、2,000 人規模の収容定員を持つ医療

系総合大学とすることを目標と掲げているが、現状、大学設置基準上、校地として

算入できるのは 16,000 ㎡すなわち上限として 1,600 人（大学設置基準上必要な耕

地面積は学生一人あたり 10 ㎡）であるので、僅かであるがこの基準に満たないこ

と、また大学設置基準は必要最低限のものとみれば実質的には、現在のコスモスク

エア地区以外にも校地を探し、新たに買い入れもしくは 20 年以上の定期権付借地

を借りなければならず、そのための検討を行った。具体的にはコスモスクエア地区

のある咲洲ではなく、トンネルを経て隣の舞洲地区に大阪市港湾局が売り主となっ

ている土地があるので、そこの土地入手のための公募に応じる等の打診をし、土地

購入または借地の可能性について検討を重ねた。そこで、平成 27 年 7 月にはこの

土地購入の実現を図るため、事業計画の変更と補正予算について評議員会および理

事会において審議した。しかし、このことについては、年度末に本学の西隣にある

空地が、結婚式場等の開発計画の頓挫により、所有者の大阪トランスポートシステ

ムから新たに売却する土地情報を得た（このことについては、平成 28年度に結論を

出す予定）。 

3. 森ノ宮医療学園専門学校（以下専門学校と表記）活性化策として、奨学金の整備（フ

ァミリー奨学金の実施等）および指定校推薦入試の進学者を一定数確保するため

に、教科書の無償提供を実施した。 

4. 中期経営計画の中核施策の改訂を行った。具体的には、専門学校について耐震補強

工事もしくはキャンパス移転について広く検討すること。大学においては平成 28年

度の新学科開設以降の計画として大学院博士後期課程を新設すること、臨床工学科

の開設に向け準備すること、看護学科に第 1種養護教諭免許取得のコースを設置す

ること、学園ブランドの向上策などが織り込まれた。加えて、大学における重要課

題である国家試験合格者数の目標値等も定量的に定めた。 

5. 日本鍼灸師会、全日本鍼灸マッサージ師協会、全日本鍼灸学会、東洋療法学校協会

の 4 団体で構成される「国民のための鍼灸医療推進機構（略称 AcuPOPJ）」につい

て本学園は全面的に協力することとし、平成 27 年 5 月学園附属「みどりの風鍼灸

院」は鍼灸師卒後臨床研修実習施設として認定された。 

6. 専門学校においては、第 1期中期計画に基づき、あるいは職業実践専門課程の認証

を受けるにあたって必須の外部有識者と学校内の学科運営部署からなる「教育課程

編成委員会」によるそれぞれ単位の実質化や 2学年に渡って重複する科目の整理、

単位数の大きい科目の細分化等を図ることでより明確なカリキュラムポリシーの

実現を図るための教育課程の編成とし、学則を変更するに至った。なお、これに関

連して、平成 27年度から鍼灸師養成施設、柔道整復師養成施設の所轄官庁が厚生労

働省から都道府県知事に移管され、それに伴い本校の相談、変更申請届出等一連の

事務関連業務は、近畿厚生局から大阪府保健医療企画課に移管した。 

7. 大学において平成 27年度私立大学等改革総合支援事業補助金に応募し採択された。

さらに「私立大学等教育研究活性化設備整備事業」についても採択され、この整備
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事業と「私立大学等教育研究施設整備費補助金」についてそれぞれ補助金が交付さ

れた。 

8. 大学および専門学校において電力供給の自由化に伴い、平成 28 年から関西電力株

式会社の供給から、オリックス株式会社から電力の購入窓口を変更した。 

9. 大学を持つ法人の運営面について、経営が適切になされているかどうかという目的

でて文部科学省高等教育局参事官室を主管とする「学校法人運営実地調査」が毎年

30法人ほど実施されているが、本学園においても 9月 1日に受審し、その結果適切

である旨の調査結果を得ることができた。 

10. 大学において文部科学省から正式に臨床検査学科、作業療法学科、助産学専攻科の

開設について届出受理がなされたので、寄附行為を変更した。 

11. 専門学校においては、大阪社会体育専門学校と連携して相互の学校に通学するいわ

ゆるダブルスクールが可能な体制構築に向け学費その他を整備した。大阪社会体育

専門学校は日本体育協会認定のアスレチックトレーナーの養成コースがあり、本校

には鍼灸師柔道整復師の国家資格取得の途があることから、相互に連携することで

学生にとって相互に関連するダブルライセンスも取得可能なことからニーズがあ

り、学校としても相互にメリットが出てくるとの認識をしている。 

12. 専門学校では、米国フロリダにある鍼灸学科を設置する Florida College of 

Integrative Medicine(FCIM) との提携を検討することになった。 

13. 大学において、新校舎竣工に伴い既存校舎拡張の利便性向上のため、東棟にある学

生支援室および西棟にある売店の移築等の工事を完了した。 

14. 平成 28年度は大学設立からちょうど 10周年となることから記念式典の実施、著名

人による基調講演、記念誌の発刊や学会等の開催をすることを決定した。 

15. 平成 28年度から導入実施する人事制度について教職員に対して説明会を専門学校、

診療所、大学のそれぞれ事業所ごとに実施した。概略としては、新たな職位職能給

の実施、職位認定と職能要件の明確化、賞与については目標達成制度を導入して賞

与算定基準を設け、それに応じて支給するように変更する。退職金については現行

制度を廃止してポイント制を導入する等の変更を実施することとした。 

16. 大学において、Morinomiya English Education Program(略称 MEEP)を実施するにあ

たり、海外研修の実施を計画した。 

17. 専門学校において、大阪府保健医療室保健医療企画課維医事グループによる「運営

指導調査」が実施された。調査終了後の講評については養成施設指導ガイドライン

の見地から一部確認すべき事もあるとのことであったが、最終的には重要な指導事

項や法令違反等はなかったとの結果が伝えられた。 
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２．森ノ宮医療大学 

 
（１）実施事業の概要 
 
【平成 27年度目標】 

開学 10年目を迎えるにあたり、医療系総合大学への変革等による大学のブランディング、

関西圏における医療職養成大学の中でのプレゼンスを高める。 

 

１） 医療系総合大学への変革 

① 新学科・新校舎設立 

既存の看護学科・理学療法学科・鍼灸学科に加え、作業療法学科・臨床検査学科・

助産学専攻科の設置を計画し、準備に取り組んだ。平成 28年度 4月よりこれら学科・

専攻科の新設に至り、保健医療学部は様々な医療専門職を養成する 5学科を擁し、大

学院保健医療学研究科・助産学専攻科と合わせ、医療系総合大学へと大きく飛躍する

こととなった。それに伴い、新校舎を建築した。既存のイーストポート・ウェストポ

ートに新校舎キャナルポートが加わり、全 3棟となった。学生数の増加に対応し、新

校舎では体育館（MTC：メディカルトレーニングセンター）・図書館（メディカル・ア

イ）を充実させた。 

 

② チーム医療教育の実践 

医療系大学として提供する教育の主軸を、これまでの「東西医療の融合」から「チ

ーム医療実践力」へと大きく変革させた。医療技術の革新的進歩とそれに伴う各種医

療職の専門性の深化により、これまで以上にチーム医療が重要視されており、そのよ

うな医療現場のニーズにマッチさせた。さらに、超高齢社会における高齢者医療の在

り方・疾病の治療のみならず ADL・QOL に重きを置く全人的医療にもチーム医療は必

須であり、社会的ニーズにもマッチするものである。この「チーム医療」のコンセプ

トは医療職を目指す受験者層にも大きなインパクトを与えた。医療系総合大学である

ことで可能となる「チーム医療教育実践」の打ち出しは、作業療法学科・臨床検査学

科・助産学専攻科の新設により多岐にわたる医療専門職を養成する本学の魅力をさら

に強化するものであり、実際、平成 27年度の WEBサイトアクセス数・オープンキャン

パスアクセス数は顕著に増加し、受験出願者数は前年度比 99.7%増を達成した。 

 

③ 専門職間連携教育 IPE（Interprofessional Education）の導入 

IPW（Inter Professional Work）（専門職連携）は複数の専門職が協働し、患者の

疾病治療や様々な要望に応える現代医療のコアとなる形態であり、いわゆる「チーム

医療」として展開されている。「チーム医療教育実践」を打ち出した本学は、IPW 教

育の主柱として、チーム医療でリーダーシップを取れる人材の輩出を目指し、専門職

間連携教育 IPE（Interprofessional Education）の平成 28年度カリキュラムへの導

入に取り組んだ。平成 28 年度からはまず既存の 3 学科で実施されることとなる。本

学の IPEカリキュラムは、設定した症例ごとに各学科学生がチームを構成し、各専門

職の知識・スキルを最大限に生かしつつ協働するチームとして、患者へのアプローチ

を構築する。医師を中心に各専門職教員が指導のもと、カンファレンス形態で実施し、

病院で実際に行われる症例検討会を模擬的に体験させる。本形態授業は、医療人育成

プログラムとして全国的にも稀なカリキュラムであり、医療系総合大学の最大のアド

バンテージである。 
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２） 教学面の充実 

① 質の高い教育水準の確保 

学生授業アンケート・公開授業の結果や、自己点検評価 FSD委員会内に新たに組織し

た「教育方法改善部会」により提言された授業手法に関して、FD（ファカルティ・ディ

ベロップメント）を積極的に実施し、教育手法を維持・向上させた。また、カリキュラ

ムマップ整備による教育目標の明確化・シラバスの充実・客観的評価指標ルーブリック

の策定・導入・公開を行い、学生に理解しやすい本学教育プログラムを提供することで

主体的学修姿勢の醸造に取り組んだ。医療系大学における演習評価に対するルーブリッ

クの有用性も検証し、「徒手筋力検査技術のためのルーブリック評価導入」として「リ

ハビリテーション教育研究」に公表した。 

また実習施設として、相互連携協定を締結している大阪府立急性期総合医療センタ

ー・北野病院・医療法人協和会等をはじめ、地域の基幹病院が豊富であり、高度な臨地

実習を展開した。 

さらに、各学科特性に応じ緻密にプログラム化された国家試験対策を構築した。ブラ

ッシュアップされたシステマティックな国家試験対策の提供と同時に、チューター制

度・担任制度による個別指導を導入することで、看護学科では看護師・保健師ともに国

家試験合格率 100%、鍼灸学科では大学トップレベルの国家試験合格率、理学療法学科に

おいても全国平均を上回る国家試験合格率を達成した。本学が提供する教育水準の質の

向上により、平成 26年度に比し、平成 27年度学生満足度・在校生本学推奨度が上昇し

た 

 

② 低学年教育の充実 

リメディアル教育・一般常識教育・基礎医学教育・国家試験対策支援の連続性を重視

し、低学年からの学習支援に取り組んだ。低学年におけるリメディアル教育・医療専門

職の基盤となる基礎医学教育に関し、学科特性に呼応した補講体制を、学習支援センタ

ーを核として学科・共通教育部門が緊密に連携しながら構築した。学生全体としてのボ

トムアップを目指し、留年率・早期退学率を抑制する学修支援システムを構築した。 

 

③ 目標管理システムの導入   

平成 27 年度より教員に目標管理システムを導入した。これにより、各教員の教育・

研究等に対する年度目標が明確となり、同時に学科全体の方向性の確認や、その中にお

ける各教員の役割を意識付けでき、教育力向上や自己研鑽によるスキルアップに寄与す

ると考えられる。平成 28 年度にはそれに対する評価システム・フィードバック手法を

充実させ、効果的な目標管理システムシステムの構築を完成させる。 

 

３） 卒後支援 

① 就職ガイダンスの強化 

学生支援室による就職説明会の実施、チューター制度・担任制度による個々の学生への

きめ細やかな就職支援により、高い就職率を達成した。特に看護学科では、7 対 1 病院へ

の就職率が 88.7%、300 床以上病院への就職率が 100%であり、ブランド力のある病院への

就職率は非常に高かった。 

 

② 卒後教育センターの設置 

卒業後の医療人としてのキャリアを進めるためには、卒後の継続した学習が重要になる

が、本学を含め多くの医療専門職養成大学において、十分な卒後教育の取り組みは行われ

ていない。大学ブランド力構築のためには、卒前教育の充実に留まらず、卒後教育を見直

す必要があり、大学として継続教育支援プログラムを展開する卒後教育センターを新たに
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設置した。特に理学療法士が勤務する病院施設において、１～2 人職場が多く、職場での

研修制度は期待できないため、卒後教育センターの必要性は高い。平成 27 年度は既に下

記事業を実施した。 

・ 卒業生及び大学近隣の理学療法士に対する卒後教育の提供（2回実施）           

・ 徳島大学歯学部の解剖学実習室での基礎医学再教育                                                              

・ 森ノ宮適塾（講座と文献抄読）の実施（２回／月）                                                                           

 

４） 研究機関としての体制整備と研究活動の充実 

① 適切な研究活動体制の構築 

「研究活動における不正行為への対応等に関するガイドライン」・「研究機関におけ

る公的研究費の管理・監査のガイドライン」の大幅改訂に対応させ、学術研究委員会

及び研究支援グループが中心となり、各種研究活動に関する本学規程並びに研究費執

行ルールの大幅な改訂を行い、研究不正・研究費不正を防止する適切なシステムを構

築した。さらにコンプライアンス推進責任者を新たに設置し、コンプライアンス推進

責任者・内部監査室・研究支援グループで構成される防止計画推進部署が不正防止計

画を策定した。また、研究倫理教育・コンプライアンス研修を実施し、研究者のみな

らず関係する職員にも受講を義務付けた。 

 

② 文部科学省 科学研究費助成事業における競争的研究資金獲得状況 

＜継続＞ 

・ 基盤研究（C）山下 仁 「急増した鍼灸学科の医療安全教育の評価と、質の保持・

向上のためのコンテンツ開発」 

・ 基盤研究（C）荻原 俊男「医療系大学における教員養成の意義と課題についての

総合的研究」 

・ 基盤研究（C） 伊津美 孝子「21世紀型中間看護管理者の情報活用能力変革プロ

グラムの開発」 

・ 基盤研究（C） 緒方 昭子「ソフトマッサージの苦痛緩和効果の検証」 

・ 基盤研究（C）前田 薫 「立位位置が上肢運動時の予測的姿勢制御および注意･予

測に関わる脳電位におよぼす影響」 

・ 基盤研究（C）増山 祥子「代替医療系研究論文の利益相反と結論に関するシステ

マティック･レビュー」 

・ 基盤研究（C）青木 元邦「軟骨局所 RA 系の役割と意義：高血圧と軟骨変性疾患の

相関分子メカニズム」 

・ 若手研究（B）澤田 優子「ハイリスク新生児の運動発達と育児環境が発達軌跡に

及ぼす影響」 

・ 若手研究（B）上田 真也「13C 安定同位体比分析を用いた高強度運動時の骨格筋

糖脂質代謝動態の定量解析」 

・ 若手研究（B）上田 佳世「院内助産における医療の質指標の実用化に向けた研究」 

＜新規＞ 

・ 基盤研究（B）宮本 忠吉 「システム定量解析を用いた運動時換気亢進の病理生

理機構の解明」 

・ 基盤研究（C）中原 英博 「呼吸循環代謝システムの長期トレーニング適応にお

ける順序発現機構の解明」 

・ 基盤研究（C）酒井 ひろ子 「能動喫煙・受動喫煙の累積喫煙量がもたらす卵巣

予備能低下と生活習慣病リスクの評価」 

・ 基盤研究（C）吉村 弥須子 「生体肝移植ドナーの妊娠・出産の体験と医療支援

に関する研究」 
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・ 若手研究（B）工藤 慎太郎 「偏平足の三次元足部挙動に基づく足底挿板の開発」 

 
５）研究成果の発信 
積極的な研究活動が行われ、下記査読付き学術論文が発信された。 
1. Ogihara T, Saruta T, Rakugi H, Saito I, Shimamoto K, Matsuoka H, Teramukai 

S, Higaki J, Ito S, Shimada K for the COLM investigators. Combination 

therapy of hypertension in the elderly: a subgroup analysis of the 

Combination of OLMesartan and a calcium channel blocker or diuretic in 

Japanese elderly hypertensive patients trial. Hypertension Research 38: 

89-96, 2015 

2. Saruta T, Ogihara T, Saito I, Rakugi H, Shimamoto K, Matsuoka H, Teramukai 

S, Higaki J, Ito S, Shimada K for the COLM Investigators. Comparison of 

olmesartan combined with a calcium channel blocker or a diuretic in 

elderly hypertensive patients (COLM Study): safety and tolerability. 

Hypertension Research 38:132-136, 2015 

3. Rakugi H, Ogihara T, Saruta T, Kawai T, Saito I, Teramukai S, Shimada K, 

Katayama S, Higaki J, Odawara M, Tanahashi N, Kimura G for the COLM 

Investigators. Preferable effects of olmesartan/calcium channel blocker 

to olmesartan/diuretic on blood pressure variability in very elderly 

hypertension: COLM study subanalysis. Journal of Hypertension 33:2165-

2172, 2015 

4. Umemoto S, Ogihara T, Matsuzaki M, Rakugi H, Ohashi Y, Saruta T, the 

Combination Therapy of Hypertension to Prevent Cardiovascular Event(COPE) 

Trial Group. Effects of calcium channel blocker-based combinations on 

intra-individual blood pressure variability: post hoc analysis of the 

COPE trial. Hypertension Research 39:45-53, 2016 

5. Yoshimura Y, Umeshita K, Kubo S, Yoshikawa Y. Anxieties and coping methods 
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森ノ宮医療大学紀要. 2016; 9/10: 117-128. 
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38. 大月隆史, 増山祥子, 保坂政嘉, 山下仁. 鍼治療の診療ガイドラインの可能性

と限界 慢性腰痛に対する鍼治療技法のガイドライン試作による検討. 森ノ宮医
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６）平成 27年度連携協定 

①平成 27年 4月 15日 大阪市教育委員会 連携協定 

③ 平成 27年 7 月 27日 守口市教育委員会 連携協定 

④ 平成 28年 1 月 29日 社会福祉法人帝塚山福祉会 相互連携協定 

 

７）社会貢献事業：平成 27年度実施の公開講座 

①市民公開講座（急性期総合医療センターとの連携事業） 

・ 平成 27 年 6月 21日（日）第 1回「臨床検査の進歩」 

基調講演 臨床検査の過去・現在・未来 

講演Ⅰ 心臓エコー検査の進歩 

講演Ⅱ 心肺機能検査とリハビリテーション 

講演Ⅲ 臨床検査と看護 

・ 平成 27 年 9月 13日（日）第 2回「胃がん」 

基調講演 胃がん手術周術期から社会復帰へのケア 

講演Ⅰ 胃がんの手術と看護 

講演Ⅱ 消化器がん 予防と運動 

講演Ⅲ がん治療と鍼治療 

・ 平成 27 年 11月 1日（日）第 3回「関節リウマチ」 

基調講演 関節リウマチ―診断と治療 

講演Ⅰ 関節リウマチとリハビリテーション 
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講演Ⅱ 関節リウマチと鍼灸療法 

講演Ⅲ 関節リウマチと看護 

 

②駅前健康講座（大学経営企画室主催） 

・平成 28年 3月 23日（水）第 1回「花粉症」 

 

８）大学院保健医療学研究科 

①研究指導および学位授与 

特別研究（いわゆる修士論文）の指導を行い、7名の修了者に修士（保健医療学）の学

位を授与した。 

 

②大学院教員組織の再検討 

大学院における教育研究活動の現状にもとづき、平成 28年度からの大学院兼務教員の

選考を行った。その結果、大学院の教育研究に従事する教員（学部と兼務）の人数を適

正と思われる数に削減することとした。 

 

③博士後期課程設置検討 

学内の設備及び教員の現状から博士後期課程を設置することが可能かどうか調査検討

した。外部のコンサルタントの意見なども考慮し、総合的に判断し、博士後期課程の設

置申請をすることした。平成 29年 3月に書類提出し、平成 30年度開設を目標として申

請準備を開始した。 

 

９）人権問題啓発活動 

①研修会の開催 2回 

・第１回研修会 

日時：平成 27年 9月 3日(木） 

講師：常磐会学園大学 佐谷 力 先生 

研修会テーマ：学生とのかかわりに大切なこと 

・第２回研修会 

日時：平成 28年 3月 10日(木)  

講師：森ノ宮医療大学 広報室 参事 小山正辰先生 

研修会テーマ：今どきの人権 LGBTと社会 

 

②教職員用 SNS利用と学生の接し方についてのガイドライン策定 
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（２）事業成果の概要 
 
① 在学生数・定員充足率・退学者数等の推移  

学生数 H25.5.1 H26.5.1 H27.4.1 H284.1 

鍼灸学科 

1 年生 68 68 64 67 

2 年生 52 61 67 63 

3 年生 53 51 58 64 

4 年生 59 57 57 60 

計 232 237 246 254 

定員 240 240 240 240 

定員充足率 96.7% 98.8% 102.5% 105.8％ 

退学者数 11 9 7 ― 

退学率 4.7% 3.7% 2.8% ― 

       

学生数 H25.5.1 H26.5.1 H27.4.1 H284.1 

理学療法 

学科 

1 年生 68 68 70 70 

2 年生 67 65 67 70 

3 年生 70 64 63 62 

4 年生 67 82 70 69 

計 272 279 270 271 

定員 240 240 240 240 

定員充足率 113.3% 116.3% 112.5% 112.9% 

退学者数 7 5 9 ― 

退学率 2.6% 1.7% 3.3% ― 

       

学生数 H25.5.1 H26.5.1 H27.4.1 H284.1 

看護学科 

1 年生 88 88 90 90 

2 年生 88 85 88 89 

3 年生  84 86 83 86 

4 年生 ― 82 97 96 

計 260 341 358 361 

定員 240 320 320 320 

定員充足率 108.3% 106.6% 111.9% 112.8% 

退学者数 7 8 6 ― 

退学率 2.7% 2.3% 1.7% ― 

       

 学生数 H25.5.1 H26.5.1 H27.4.1 H284.1 

臨床検査学科 

1 年生 ― ― ― 72 

2 年生 ― ― ― ― 

3 年生 ― ― ― ― 

4 年生 ― ― ― ― 

計 ― ― ― 72 

定員 ― ― ― 60 

定員充足率 ― ― ― 120% 

退学者数 ― ― ― ― 

退学率 ― ― ― ― 
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 学生数 H25.5.1 H26.5.1 H27.4.1 H284.1 

作業療法学科 

1 年生 ― ― ― 50 

2 年生 ― ― ― ― 

3 年生 ― ― ― ― 

4 年生 ― ― ― ― 

計 ― ― ― 50 

定員 ― ― ― 40 

定員充足率 ― ― ― 125％ 

退学者数 ― ― ― ― 

退学率 ― ― ― ― 

       

学生数 H25.5.1 H26.5.1 H27.4.1 H284.1 

学部計 

1 年生 224 224 224 349 

2 年生 207 211 222 222 

3 年生 207 201 204 212 

4 年生 126 221 224 225 

計 764 857 874 1008 

定員 720 800 800 900 

定員充足率 106.1% 107.1% 109.3% 112% 

退学者数 25 22 22 ― 

退学率 3.3% 2.5% 2.5% ― 

      

学生数 H25.5.1 H26.5.1 H27.4.1 H284.1 

大学院 

1 年生 8 7 5 5 

2 年生 1 8 7 5 

計 9 15 12 10 

定員 12 12 12 12 

定員充足率 75.0% 125.0% 100% 83.3% 

退学者数 0 0 0 ― 

退学率 0.0% 0.0% 0.0% ― 

      

学生数  H25.5.1 H26.5.1 H27.4.1 H284.1 

助産学専攻科 
1 年生 ― ― ― 10 

計 ― ― ― 10 

定員 ― ― ― 10 

定員充足率 ― ― ― 100% 

退学者数 ― ― ― ― 

退学率 ― ― ― ― 
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② 平成 28年度入学試験受験者数  
 H28年度 志願者数 受験者数 合格者 

看護学科 第 1 第 2・3 計 第 1 第 2・3 計 第 1 第 2・3 計 

AO Ⅰ期 86 6 92 86 6 92 9 0 9 

公募推薦 前期 319 16 335 316 16 332 36 0 36 

公募推薦 後期 150 4 154 139 3 142 14 0 14 
一般 前期 A 日程 3 科目 108 5 113 106 5 111 27 0 27 
一般 前期 A 日程 2 科目 166 4 170 164 4 168 35 0 35 
一般 前期 B 日程 3 科目 72 6 78 70 6 76 16 0 16 
一般 前期 B 日程 2 科目 115 5 120 112 5 117 21 0 21 

一般 中期 133 12 145 122 12 134 5 0 5 

一般 後期 87 9 96 85 9 94 5 0 5 

社会人 Ⅰ期 4 0 4 4 0 4 0 0 0 

社会人 Ⅱ期 3 0 3 3 0 3 0 0 0 

指定校推薦 5 0 5 5 0 5 5 0 5 

学園内推薦 2 0 2 2 0 2 2 0 2 

計 1250 67 1317 1214 66 1280 175 0 175 

 
 H28年度 志願者数 受験者数 合格者 

理学療法学科 第 1 第 2・3 計 第 1 第 2・3 計 第 1 第 2・3 計 

AO Ⅰ期 73 5 78 73 5 78 9 0 9 

AO Ⅱ期 50 4 54 50 4 54 2 0 2 

公募推薦 前期 165 44 209 165 43 208 19 0 19 

公募推薦 後期 70 17 87 67 14 81 9 0 9 
一般 前期 A 日程 3 科目 32 11 43 31 11 42 6 0 6 
一般 前期 A 日程 2 科目 53 6 59 52 6 58 10 0 10 
一般 前期 B 日程 3 科目 29 15 44 29 15 44 5 0 5 
一般 前期 B 日程 2 科目 60 7 67 59 7 66 11 0 11 

一般 中期 55 23 78 52 20 72 8 0 8 

一般 後期 27 25 52 27 24 51 5 0 5 

社会人 Ⅰ期 1 1 2 1 1 2 0 0 0 

社会人 Ⅱ期 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

指定校推薦 19 0 19 19 0 19 19 0 19 

計 634 158 792 625 150 775 103 0 103 

 
 H28年度 志願者数 受験者数 合格者 

作業療法学科 第 1 第 2・3 計 第 1 第 2・3 計 第 1 第 2・3 計 

AO Ⅱ期 20 6 26 20 6 26 12 0 12 

公募推薦 前期 24 39 63 23 39 62 13 10 23 

公募推薦 中期 11 3 14 10 3 13 4 0 4 

公募推薦 後期 2 20 22 2 16 18 1 9 10 
一般 前期 A 日程 3 科目 5 11 16 5 11 16 4 3 7 
一般 前期 A 日程 2 科目 7 10 17 7 10 17 5 2 7 
一般 前期 B 日程 3 科目 1 20 21 1 20 21 1 4 5 
一般 前期 B 日程 2 科目 4 11 15 4 11 15 4 4 8 

一般 中期 2 31 33 1 27 28 0 8 8 

一般 後期 0 17 17 0 16 16 0 5 5 

社会人 Ⅰ期 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

社会人 Ⅱ期 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

計 76 168 244 73 159 232 44 45 89 
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 H28年度 志願者数 受験者数 合格者 

臨床検査学科 第 1 
第 2・

3 
計 第 1 第 2・3 計 第 1 第 2・3 計 

AO Ⅱ期 26 0 26 26 0 26 7 0 7 

公募推薦 前期 44 23 67 44 22 66 16 3 19 

公募推薦 中期 34 1 35 33 0 33 10 0 10 

公募推薦 後期 24 14 38 22 13 35 8 2 10 

一般 前期 A 日程 3 科目 30 10 40 30 10 40 16 0 16 

一般 前期 A 日程 2 科目 46 6 52 45 6 51 22 0 22 

一般 前期 B 日程 3 科目 17 7 24 17 7 24 9 0 9 

一般 前期 B 日程 2 科目 27 3 30 26 3 29 11 0 11 

一般 中期 40 23 63 36 22 58 12 0 12 

一般 後期 27 17 44 27 16 43 5 0 5 

社会人 Ⅰ期 1 1 2 1 1 2 1 0 1 

社会人 Ⅱ期 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

計 316 105 421 307 100 407 117 5 122 

 
 H28年度 志願者数 受験者数 合格者 

鍼灸学科 第 1 第 2・3 計 第 1 第 2・3 計 第 1 第 2・3 計 

AO Ⅰ期 18 13 31 17 13 30 17 9 26 

AO Ⅱ期 7 6 13 7 6 13 6 3 9 

スポーツ AO 6 0 6 6 0 6 3 0 3 

公募推薦 前期 5 38 43 5 38 43 4 18 22 

公募推薦 中期 8 2 10 8 1 9 6 0 6 

公募推薦 後期 2 16 18 2 15 17 0 7 7 
一般 前期 A 日程 3 科目 2 7 9 2 7 9 2 0 2 
一般 前期 A 日程 2 科目 4 6 10 4 6 10 4 0 4 
一般 前期 B 日程 3 科目 1 7 8 1 7 8 1 0 1 
一般 前期 B 日程 2 科目 1 5 6 1 5 6 1 0 1 

一般 中期 0 20 20 0 18 18 0 6 6 

一般 後期 4 14 18 4 14 18 4 1 5 

社会人 Ⅰ期 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

社会人 Ⅱ期 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

指定校推薦 14 0 14 14 0 14 14 0 14 

計 72 134 206 71 130 201 62 44 106 

 
 

③ 平成 28年度 大学院入学試験受験者数  

 
 
 

 

 

 

 

 
  

 H28年度 

大学院研究科 
志願者数 受験者数 合格者 入学者 

第 1次募集 1 1 1 1 

第 2次募集 3 3 3 3 

第 3次募集 1 1 1 1 

計 5 5 5 5 
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④ 平成 28年度 助産学専攻科入学試験受験者数  

 

 

 

 

 

 

 

 
⑤国家試験合格率  

 

はり師・きゅう師 国家試験    

区 分 
平成２７年度（第２４回） 

受験者 合格者 合格率 

新卒受験者 はり師 49 45 91.8% 

  きゅう師 49 47 95.9% 

本学のべ受験者 はり師 62 48 77.4% 

  きゅう師 60 48 80.0% 

全国平均 はり師 4,775 3,504 73.4% 

  きゅう師 4,732 3,550 75.0% 

 

理学療法士 国家試験    

区 分 
平成２７年度（第 51回） 

受験者 合格者 合格率 

新卒受験者 56 45 80.4% 

本学のべ受験者数 66 49 74.2% 

全国平均 12,515 9,272 74.1% 

 
看護師 国家試験    

区 分 
平成２７年度（第１０５回） 

受験者 合格者 合格率 

新卒受験者 78 78 100% 

本学のべ受験者数 80 80 100% 

全国平均 62,154 55,585 89.4% 

 
保健師 国家試験    

区 分 
平成２７年度（第１０２回） 

受験者 合格者 合格率 

新卒受験者 11 11 100% 

全国平均 8,799 7,901 89.8% 

 

 

  

 H28年度 

助産学専攻科 
志願者数 受験者数 合格者 入学者 

一般入試Ⅰ 5 5 3 2 

社会人入試 1 1 1 1 

学内推薦入試 5 5 5 5 

一般入試Ⅱ 2 2 2 2 

計 13 13 11 10 
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⑥職種別求人件数  
本学宛に送付されてきた求人職種別件数は以下のとおりである。はり師、きゅう師・

理学療法士・看護師・保健師に加えて、助産師・作業療法士・臨床検査技師などの求人

や、柔道整復師などのその他の医療従事者、大学生卒業者を対象とする事務職、営業・

販売職など多彩な求人情報が本学に寄せられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜有効求人倍率について＞ 

本学に寄せられた各学科への求人数を求職者数より算出した学科別の求人倍率は、全

国の大学卒業予定者向けの平均求人倍率を大きく上回る結果となった。 

 

※参考数値 平成 27 年度大学卒業予定者の求人倍率全国平均 1.73 倍（リクルートワ

ークス社調べ） 

 

  鍼灸学科 理学療法学科 看護学科 

求人件数（件） 280 717 430 

求職者数（人数） 38 46 72 

求人倍率（倍） 7.36 15.6 5.97 

  

職種 件数 

理学療法士 717 

看護師 430 

はり師・きゅう師 280 

作業療法士 105 

助産師 50 

保健師 33 

臨床検査技師 3 

その他の医療従事者 103 

事務職 19 

営業職 18 

介護士 24 

その他 44 

サービス業 12 

販売職 6 

教員 3 

総計 1847 
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３．森ノ宮医療学園専門学校 
 
（１）実施事業の概要 
 

学園の第１期中期経営計画の到達目標は「関西圏の医療系専門学校の中でトップクラス

になる」を掲げ、「私たちは、伝統医学を継承し技を極め、心ある臨床家を育てます」を

専門学校のミッションに定めている。これらを達成するため、平成２７年度については、

以下の主要事業を展開した。 

 

１）教育事業 

 ①カリキュラムの検討 

  鍼灸学科においては、近年の入学生の学力レベル低下を受け、国語科目の導入の検討

を行うなど、教育カリキュラムの見直しを行った結果、次年度からカリキュラムの変更

を実施することになった。また、柔道整復学科においては、柔整学科独自のミッション

を策定し、このミッションに対応する教育カリキュラムの検討を重ね、大幅なカリキュ

ラムの変更を行うこととなり、次年度から実施することになった。 

 

②入学者・在学生へのフォローアップ充実 

  鍼灸学科においては、授業時間外に実施している既存の「とくゼミ」の継続と成績不

良者に対する自学習の機会を設け、基礎医学科目の理解度を深めるための「フォローア

ップゼミ」を新たに開設したことにより、成績下位の学生数の減少が見られた。また、

在校生の職業意識向上のため外部治療院と共同で実施してきた受療体験を継続すると

共に入学試験合格者に対しても、本校入学までの間に鍼灸の受療体験をみどりの風鍼灸

院と共同で実施した。さらに、新たな施策として、在校生卒業生に向けに月 1回のペー

スで森ノ宮鍼灸セミナー「臨活」を開催し、在校生・卒業生から好評であった。 

柔整学科においては、国家試験対策の一環として、１年生の希望者を対象に基礎医学

科目の理解度を深めるための「基礎ゼミ」を授業時間外に新たに開設した。また、2 年

生に対しては、ドリル課題を希望者に対して実施したことにより、参加者においては成

績下位から成績中位への上昇が見られた。また、欠席者や成績不良者に対して、早期の

連絡・面談を実施したことにより、学生が抱えている諸問題の早期対応が可能となった。 

 

③国家試験対策 

  鍼灸学科は、3 年生に対して国家試験対策ドリル課題の実施を継続し、国家試験が不

合格となった卒業生に対して対策ゼミの実施も継続した。はり師・きゅう師国家試験に

ついては、難易度が昨年より上がったため、合格率は若干下がったものの、大幅な落ち

込みを防ぐことができた。また、既卒者の対策ゼミ参加者の国家試験合格者は昨年度よ

り改善が認められた。 

  柔道整復学科については、昨年度の国家試験合格率の低迷を受け、三科目模試を早い

時期から実施した。また、新たな施策として、授業時間外に「必須対策ゼミ」を卒業試

験前に開設し、国家試験直前に「集中ゼミ」を開設した。さらに、3 年生に対して卒業

生の協力により、ティーチングアシスタント制度（TA制度）を導入し、フォローアップ

に努めた結果、国家試験合格率については、昨年より若干ではあるが改善が認められた。 

 

２）事務関係事業 

専門学校の組織改編に伴い、各部署での業務手順書等の整備に着手し、業務改善に向け

各部署での取り組んだ結果、以下の主要事業を行った。 

①学務課 

教務システムの試験導入を行い、学籍管理および成績管理の簡略化に努めた。 

②総務課 
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有休等の申請を紙ベースから Web ブラウザーを利用したワークフローシステムを導入

し、届出の承認が円滑にでき、紙使用量削減につながった。また、消耗品についても、購

入の管理体制を強化したことで、経費削減ができた。 

③管理課 

在校生満足度向上をめざし、校内美化向上を図るため建物管理委託業者を変更し、女子

トイレの改善に着手した。また、校舎経年劣化に対しては、空調機入替計画の検討や改修

計画について策定し、実施は次年度以降とした。 

④経理課 

給与計算等についてアウトソーシング化を進め、業務の簡略化に努めた。また、学納金

の振込口座を選択可能にしたことにより、期日までの入金率は以前に比べ改善された。 

⑤広報課 

募集力アップのため、ホームページのリニューアルを行った。また、高校ガイダンスの

参画、出張講座の実施、オープンキャンパスの運営については例年通りとした。 

新たな試みとして、認知度向上を目的に春と秋にテレビ大阪主催のファミリーマラソン

への協賛と当日の運営に参画し、在校生がケアをマラソン参加者に対して行い好評を博し

た。 

 

３）募集事業 

 近年の少子高齢化や就職率の改善等により、学生募集については、依然厳しい状態であ

る。平成 27年度は、広報課を中心に本校の認知度向上が急務であると判断し、前記ファミ

リーマラソンへの協賛等を行った。一方、夜間部の募集状況が著しく低下しており、夜間

部の募集力アップのためプロジェクトチームを結成し、検討を重ねた結果次年度以降の施

策に反映することとなった。また、国家試験合格率についても、さらなる向上が必要であ

り、教育についても改革を行っている状況ではあるが、単年度での状況改善は難しく、入

学者数は前年度に比べ低い水準にとどまってしまった。 

 
 
（２）事業成果の概要 
 
① 在籍学生数 

（単位：人） 

平成 28年 

4月 1日現在 

１年 ２年 ３年 合計 

在籍 
(留

年) 

(休

学) 
在籍 

(留

年) 

(休

学) 
在籍 

(留

年) 

(休

学) 
在籍 

(留

年) 

(休

学) 

鍼灸学科 
昼 71 3 0 80 5 1 65 6 0 216 14 1 

夜 14 1 0 21 4 1 25 6 0 60 11 1 

柔道整復

学科 

昼 78 2 0 74 4 0 67 8 1 219 14 1 

夜 8 0 0 21 2 2 21 6 0 50 8 2 

合計 171 6 0 196 15 4 178 26 1 545 47 5 

＊留年および休学は在籍者数の内数 

  （単位：人） 

平成 27年 

4月 1日現在 

１年 ２年 ３年 合計 

在籍 
(留

年) 

(休

学) 
在籍 

(留

年) 

(休

学) 
在籍 

(留

年) 

(休

学) 
在籍 

(留

年) 

(休

学) 

鍼灸学科 
昼 86 3 1 65 4 1 98 13 0 249 20 2 

夜 24 2 1 29 2 2 41 8 1 94 12 4 

柔道整復

学科 

昼 85 4 0 72 5 2 72 5 1 229 14 3 

夜 20 0 0 20 4 3 44 9 0 84 13 3 

合計 215 9 2 186 15 8 255 35 2 656 59 12 

＊留年および休学は在籍者数の内数 
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（単位：名） 

平成 26年 

4月 1日現在 

１年 ２年 ３年 合計 

在籍 
(留

年) 

(休

学) 
在籍 

(留

年) 

(休

学) 
在籍 

(留

年) 

(休

学) 
在籍 

(留

年) 

(休

学) 

鍼灸学科 
昼 70 0 0 94 6 2 118 10 1 282 16 3 

夜 32 2 1 36 2 0 43 6 1 111 10 2 

柔道整復

学科 

昼 79 4 0 82 8 2 85 10 0 246 22 2 

夜 15 0 0 47 6 2 66 11 0 128 17 2 

合計 196 6 1 259 22 6 312 37 2 767 65 9 

＊留年および休学は在籍者数の内数 

 

②年度別退学者数                                                                                    

（単位：人） 

年度 平成 23年度 平成 24年度 平成 25年度 平成 26年度 平成 27年度 

退学者数 42 50 47 42 51 

退学者比率 4.7% 5.4% 5.3% 5.8% 7.8% 

在学生数 898 932 879 725 656 

 

③志願者数の推移               

（単位:人） 

 入学年度 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 

学科 部 定員 志願者 志願者 志願者 志願者 志願者 志願者 志願者 志願者 志願者 志願者 

鍼灸 

午前 30 － － － － 64 74 62 39 45 50 

ア(医療) 30 33 31 35 33 13 19 11 5 13 4 

昼 60 106 112 101 89 53 51 41 33 21 27 

夜 90 49 52 69 39 53 52 44 33 21 16 

未定 - - - - - - - - - 19 0 

柔整 

ア 30 31 23 22 22 30 44 43 28 34 25 

昼 60 143 115 96 90 87 96 69 58 52 54 

夜 90 71 54 57 54 68 69 60 25 22 9 

未定 - - - - - - - - - 6 0 

合計 533 433 387 380 327 368 405 330 221 233 185 

※ア…アドバンスコース、ア(医療)…アドバンスコースもしくは医療資格者コース 
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④国家試験合格率の推移 

 
＜平成 27年度＞ 
はり師きゅう師 国家試験（第４１

期） 
   

家試験成績 

平成２７年度（第２４回）２８年２

月実施 

受験者 合格者 合格率 

現役受験者 はり師 113 96 85.0% 

  きゅう師 113 97 85.8% 

当校のべ受験者 はり師 162 103 63.6% 

  きゅう師 162 104 64.6% 

全国平均 はり師 4976 3307 74.1% 

  きゅう師 4893 3345 75.6% 

 

柔道整復師国家試験（第１４期）    

試験成績 

平成２７年度（第２４回）２８年３

月実施 

受験者 合格者 合格率 

現役受験者 柔道整復師  98 83 74.5% 

全国現役受験者 柔道整復師  4979 4273 82.3% 

当校のべ受験者 柔道整復師  185 90 51.4% 

全国のべ平均 柔道整復師  7115 4503 64.4% 

 
 
＜平成 26年度＞ 
はり師きゅう師 国家試験（第４０

期） 
   

家試験成績 

平成２６年度（第２３回）２７年２

月実施 

受験者 合格者 合格率 

現役受験者 はり師 132 119 90.2% 

  きゅう師 132 120 90.9% 

当校のべ受験者 はり師 176 129 73.2% 

  きゅう師 175 129 73.7% 

全国平均 はり師 4976 3808 76.5% 

  きゅう師 4893 3773 77.1% 

 

柔道整復師国家試験（第１３期）    

試験成績 

平成２６年度（第２３回）２７年３

月実施 

受験者 合格者 合格率 

現役受験者 柔道整復師  126 83 65.9% 

全国現役受験者 柔道整復師  5289 4273 80.8% 

当校のべ受験者 柔道整復師  182 90 45.9% 

全国のべ平均 柔道整復師  6858 4503 65.7% 
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⑤ 就職状況 
 
●本校に対する求人倍率 

 

本校の職業紹介利用者 本校の求人倍率 全国の求人倍率（参考） 

103人 23.3倍 1.23倍 

 

 

●初任給平均額 

≪正社員≫ 

 月給平均（円） 最高額（円） 最低額（円） 求人数（件） 

鍼灸師 190,596 300,000 80,000 784 

柔道整復師 198,593 300,000 80,000 899 

学生 154,021 220,000 61,920 483 

≪アルバイト≫ 

 時給平均（円） 最高額（円） 最低額（円） 求人数（件） 

鍼灸師 982 1,500 750 300 

柔道整復師 1015 2,000 790 350 

学生 884 1,600 724 368 
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４．森ノ宮医療学園附属診療所  
 
４－１．みどりの風鍼灸院 

 
（１）人員 

   平成 27年度は常勤 5人、非常勤（教務）3 人の体制で対応した。 

 

（２）鍼灸院業務日数 

  ①診療日数                239日 

  ②休診日 

   a) 土曜・日曜・祝日         120日 

   b) 夏期休診日             3日（8/12～8/14） 

      c) 年末年始休診日           6日（12/29～1/3） 

      d) 日本東洋医学会：富山県大会     1日（6/12） 

e) みどりの風鍼灸院：開院記念日    1日（3/2） 

   

（３）鍼灸院行事 

①全日本鍼灸学会 ふくしま大会(福島県)：３日間（平成 27年 5月 22日～24日） 

②日本東洋医学会：富山県大会：３日間（平成 27年 6月 12日～14 日） 

③日本臨床鍼灸懇話会全国集会(大阪大会)：2日間（10月 17日、18日） 

④みどりの風鍼灸院「東洋医学基礎ゼミ」（専門学校 2・3年対象：10～11月） 

   ⑤毎月第 1月曜日：クリニック・鍼灸院合同定例会議（AM 8:00 ～） 

     

（4）鍼灸院学術活動 

 ①学会発表・活動 

a)第 64回全日本鍼灸学会第学術大会(福島県)（平成 27年 5月 22～22日） 

ポスター発表「小細胞肺癌に対する鍼灸治療の 1症例 」：中島 茂 

b) 日本東洋医学会：富山県大会：３日間（平成 27年 6月 12日～14日） 

ポスター発表「顔面神経麻痺に対する漢方と鍼灸の併用治療の 1症例」：菊谷敏士 

c)日本臨床鍼灸懇話会全国集会(大阪大会)：2日間（10月 17日、18日） 

 臨床討論：座長「咳に伴う頭痛を訴えた 1症例」：中島 茂 

 ②基礎ゼミ 

「東洋医学基礎ゼミ」（専門学校 2・3年対象：10～11月／金曜日）：菊谷敏士 

 

（5）鍼灸院診療時間 （平成 27年 4月 1日から実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27 年度 4 月 1 日からみどりの風クリニックの診療時間帯と休診日の変更に

伴い、みどりの風鍼灸院も施術時間帯と休診日を同様に変更したが特に問題なく施

術は行われた。 

 

（6）鍼灸学科臨床実習について 

   ①鍼灸学科臨床実習プログラムの進行 

従来通りに「各学生の技能に併せた参加・ステップアップ方式」を実施。 

○ ○ ○ ○ ○ ×

○ ○ ○ ○ ○ ×

○ ○ × ○ ○ ×

月 土火 水 木 金

午前診
９：００～１１：００

午後診
１：３０～４：００

夜間診
４：３０～７：３０

受付時間

休 診 日 土曜日、日曜日、祝日
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②実習参加時間帯 

・昼間・医療資格コース（1～3年）：午前診 

・夜間コース（1～3年）      ：午後診 

・午前コース（1年）            ：午後診 

・午前コース（2年）            ：午後診 

・午前コース（3年）           ：午後診と夜診のスクランブル 

③臨床実習の向上について 

  鍼灸学科学生の鍼灸実技・臨床能力、臨床実習内容のスキルアップを図る 

    a)1回／月：鍼灸院院長と鍼灸学科学科長の定例ミーティングを実施。 

b)始めての試みとして臨床実習と鍼灸実技授業のリンクと技術向上を狙って、鍼

灸学 

科前期の１年生実技試験(7月 7日の午前、医昼、夜の全コース)において鍼灸院

スタッフ 2 名が血圧測定の評価を行った。（血圧測定は 1 年次の臨床実習プログラ

ムである） 

   鍼灸院における血圧測定バリアテストについては1/6の学生がテストを受けてい

るが例年よりも順調に合格している手応えがあった。 

 

（7）卒後研修制度実施について 

平成 27年 4月から 2名の卒業生(平成 27年 3月卒業)を受け入れ 1年間（最長 2年間

まで）の卒後臨床研修を開始した。研修生は合計４名（①と②については 2名の鍼灸師

が重複している）で、1名は今年度で 1年間の研修期間の最終年を迎え無事に終了した。

（卒後研修終了証書を授与）他 3名のうち 2名がリタイア。1名は 2年目を迎える。 

 

（8）入学前の鍼灸治療体験の導入 

鍼灸学科内定者の内 12名、内定者の家族 4名の計 16名が鍼灸治療体験をした。 

 

（9）患者数の増加ため森ノ宮医療学園在学生患者の獲得 

患者数の増加ための具体的な方策の一つとして森ノ宮医療学園の学生患者の増加を

図った。平成 26年 4月より学生患者獲得のために施術料金を一部変更した。また、よ

り多くの学生が 

患者として鍼灸治療を経験することで鍼灸臨床の向上と臨床実習の充実につながって

いると考える。 

   ・臨床実習に協力して頂ける学生患者の施術料金・・・・・500円 

   ・上記以外の学生施術料金は現行通り・・・・・・・・・2,000円 

 

平成 26年度と平成 27年度の学生患者数比（：人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26年度は 968人、平成 27年度は 1627人と 659人増加している。 

平成 28 年度も現行の施術料金設定で行うことにすることで臨床実習の充実は勿論、学生

の体調管理に貢献できると考える。 

平成26年 平成27年
4月 29 109
5月 44 99
6月 77 154
7月 79 158
8月 59 115
9月 90 154

10月 118 168
11月 90 157
12月 113 138
1月 106 122
2月 84 146
3月 79 107

計 968 1627
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（10）患者数の増加ため森ノ宮医療学園卒業生患者の獲得対策（平成 27 年度新規実施） 

学生患者が卒業後もリピーターとなるように卒業生の施術料金改定を実施した。 

平成 27年 4月より卒業生患者の施術料金を一部改訂した。 

  ・臨床実習に協力して頂ける卒業生患者の施術料金・・・・・1,500円 

  ・上記以外の卒業生施術料金は現行通り・・・・・・・・・・3,300円 

 

平成 26年度と平成 27年度の卒業生患者数比（：人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26年度は 122人、平成 27年度は 258人と 136人増加している。 

在学生患者が増加しているなか卒業後も継続して治療を受けやすく施術料金の設

定は現状にして、徐々ではあるが増患を期待する。 

 

（11）患者数の増加、臨床実習内容の充実のため鍼灸学科教務教員の施術シフトへの参加 

平成 27年度の鍼灸院施術時間帯と休診日の変更にともない現在の鍼灸院スタッフに加

え、患者数の増加、教務教員の臨床能力の向上、臨床実習生における実技指導ために 2

名が積極的に鍼灸院施術シフトに参加して頂いている。 

鍼灸学科教務から 2名増員（西田隆：月曜日午後診、由良拓巳：木曜日午後診）2名の増

員によって、臨床実習の指導の向上、学生患者の増患につながったと考える。 

 

（12）平成 26年度の患者動向と平成 27年度患者動向について 

                           単位：人 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成 27年度年間患者総患者数は 5437人（月平均約 453人）となる。前年、平成 26年

の 4828 人と比べて 609 人増（月平均約 51 人増）。前年比約 12.6％増と患者数は増加

した。 

平成26年 平成27年
4月 13 14
5月 10 19
6月 10 23
7月 15 23
8月 13 20
9月 12 23

10月 12 20
11月 7 25
12月 7 23
1月 7 21
2月 7 26
3月 9 21

計 122 258

全体患者(新患) 一般患者 学生患者 卒業生患者 全体患者(新患) 一般患者 学生患者 卒業生患者

　4月 368( 14) 326 29 13 444( 22) 321 109 14
　5月 349( 25) 295 44 10 416( 15) 298 99 19
　6月 388( 19) 301 77 10 497( 22) 320 154 23
　7月 440( 17) 346 79 15 542( 18) 361 158 23
　8月 364( 13) 292 59 13 397(  6) 262 115 20
　9月 433( 17) 331 90 12 453( 14) 276 154 23

小計 2342(105) 1891 378 73 2749( 97) 1838 789 122

　10月 471( 19) 341 118 12 484( 18) 296 168 20

　11月 364( 11) 267 90 7 466( 11) 284 157 25
　12月 422( 16) 302 113 7 442( 13) 281 138 23
　1月 407(  8) 294 106 7 420(  7) 277 122 21
　2月 400(  8) 309 84 7 452(  8) 280 146 26
　3月 422( 19) 334 79 9 424( 24) 296 107 21

小計 2486( 81) 1847 590 49 2688( 81) 1714 838 136

計 4828(186) 3738 968 122 5437(178) 3552 1627 258

前年度比 609(▲8) ▲186 659 136

平成26年 平成27年度
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 平成 27 年度年間一般患者総数は 3552 人（月平均約 296 人）となる。前年平成 26 年

の 3,738人と比べて 186人減（月平均約 15.5 人減）と一般患者数は減少した。 

 平成 27年度年間学生患者総数予測は 1627 人（月平均約 135.6人）となる。前年平成

26年の 968人と比べて 695人増（月平均約 57.9人増）と学生患者数は増加した。 

 平成 27年度年間卒業生患者総数は 258人（月平均約 21.5人）となる。前年平成 26年

の 122人と比べて 136人増（月平均約 11.3人増）と学生患者数は増加した。 

 平成 27年度年間新患数は 178人（月平均約 14.8人）となる。前年平成 26年の 186人

と比べて 8人減（月平均約 0.67人減）と新患数は減少した。 

 

（13）平成 27年度の患者数と施術収入動向と平成 25年度と平成 26年度比について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27 年度鍼灸施術現金収入は、12,913,760 円。平成 26 年度の 13,354,000 円と比べて

440,240円減（前年比約 3.4％減）と鍼灸施術現金収入は減少した。 

 

※毎年継続されていた学生患者 1 人に対して￥1,300 円の校友会の補助金が平成 27 年 11

月 

から打ち切りとなった。11月から 3月までの学生患者数 670人に対して、￥871,000円の

収入が減額となった。本来なら、平成 27 年度施術収入は、￥13,784,760 円となり、前年

度比は￥430,760円増となっていた。 

 

(14)平成 23年度からの患者数・収入動向と平成 27年度の患者数と施術収入動向について 

  

 

 

 

 

 

※平成 22年 1月 6日：専門学校１Fから緑橋に移転、みどりの風鍼灸開院 

 

平成 23 年度から総患者数は増加しているが、平成 26 年度から一般患者は減少してい

る。 

毎週来院していたリピーター高齢者が多数ドロップアウト（子供の家に転居、老人施設

に入居 

など）したことが原因と考える。 

 

  

患者数(新患)：人 施術収入 患者数(新患)：人 施術収入 患者数(新患)：人 施術収入

　4月 333(  7) ¥1,019,000 368( 14) ¥1,075,100 444( 22) ¥1,159,100
　5月 394( 13) ¥1,211,400 349( 25) ¥1,047,600 416( 15) ¥1,080,500
　6月 347( 14) ¥1,072,400 388( 19) ¥1,089,600 497( 22) ¥1,336,960
　7月 391(  9) ¥1,203,700 440( 17) ¥1,274,200 542( 18) ¥1,331,700
　8月 341(  6) ¥1,032,800 364( 13) ¥1,045,400 397(  6) ¥994,300
　9月 331(  9) ¥1,009,600 433( 17) ¥1,181,800 453( 14) ¥1,102,400

小計 2137( 58) ¥6,548,900 2342(105) ¥6,713,700 2749( 97) ¥7,004,960

10月 391(  8) ¥1,159,200 471( 19) ¥1,306,300 484( 18) ¥1,170,000
11月 359(  8) ¥1,116,100 364( 11) ¥994,500 466( 11) ¥919,700
12月 337(  9) ¥1,069,100 422( 16) ¥1,089,000 442( 13) ¥1,113,100
1月 308(  9) ¥986,400 407(  8) ¥1,064,800 420(  7) ¥871,200
2月 303(  5) ¥939,700 400(  8) ¥950,500 452(  8) ¥904,600
3月 309(  9) ¥957,700 422( 19) ¥1,235,200 424( 24) ¥930,200

小計 2005( 51) ¥6,228,200 2486( 81) ¥6,640,300 2688( 81) ¥5,908,800

合計 4142(109) ¥12,777,100 4828(186) ¥13,354,000 5437(178) ¥12,913,760

平成25年度 平成26年度 平成27年度

総患者数：人 内一般患者数：人 内学生患者数：人 卒業生患者：人 施術収入：円
平成23年度 3836 3470 366 （一般患者に含む） ¥12,230,000
平成24年度 3908 3498 410 （一般患者に含む） ¥12,400,000
平成25年度 4142 3952 190 （一般患者に含む） ¥12,777,100
平成26年度 4828 3738 968 122 ¥13,354,000
平成27年度 5437 3552 1627 258 ¥12,913,760
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４－２．みどりの風クリニック 

 

1. 活動実績 

 

1） みどりの風クリニック診療時間とその変更について 

平成 27 年 4 月 1 日より診療時間を下記の通り変更し、診療業務を実施してい

る。 

＜整形外科＞ 

 月 火 水 木 金 土 

9：00～12：00 ● ● ● ● ●  

13：30～16：00 × × × 
予約制
（再診） × × 

16：30～19：30 ● ● × ● ● × 

 

＜内科・漢方内科･心療内科＞ 

 月 火 水 木 金 土 

9：00～12：00 ● ● ● ● ● × 

13：30～16：00 ● ● ● ● ● × 

16：30～19：30 × × × × × × 

 

2） 森ノ宮医療学園の学生臨床実習実施状況 

 下記の通り、各学生臨床実習を実施した。 

＜森ノ宮医療大学＞ 

・鍼灸学科 学外見学実習 

平成 27年 4月 16日～平成 27年 6月 11日 

学生 16名受入 

＜森ノ宮医療学園専門学校＞ 

・柔道整復学科 臨床実習 

平成 27年 4月 1日～8月 21 日まで 

対象：柔道整復学科 2年昼間部・夜間部、3年昼間部・夜間部の全学生 

学生計 141名受入 

リハビリテーション科での臨床実習のみならず、他の医療職との連携

を学ぶため、整形外科の診察見学、放射線科の見学、医事課の見学も行

なった。 

・鍼灸学科 内科診察見学実習 

平成 27年 11月 5日～平成 28年 1月 7日まで 

学生 8名受入 

3） 森ノ宮医療学園専門学校卒後研修要項の取りまとめ 

下記の通り、卒後研修要項を取りまとめた。研修生を次年度より受け入れる。 

＜卒後臨床研修の趣旨＞ 

卒後臨床研修は、柔道整復師が医療人としての人格と医療の果たすべき

役割を認識して取り扱う外傷疾患に対して適切に対応し、後療法を行なえ

るよう臨床の現場で基礎から実践的な柔道整復学を学び柔道整復師とし

ての必要な知識や能力を身に付けることを目的としている。 

＜対象＞ 

柔道整復師 

＜人数＞ 

若干名 

＜研修施設＞ 
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森ノ宮医療学園附属みどりの風クリニック 

＜主な特徴＞ 

・多様性と柔軟性を持った卒後研修制度 

・医療機関との連携の必要性を学べる 

・柔道整復師本来の業務である骨折、脱臼の整復を学べるなど 

＜研修内容＞ 

・リハビリ室での見学 

・運動器リハビリテーション、骨折、脱臼、捻挫、靭帯損傷等外傷のギプ

ス固定、シーネ固定、テーピング固定、徒手整復を主とした研修。 

＜研修期間＞ 

週決められた日数を 3ヵ月、6ヵ月、1年間のコースを選択して行う。 

＜卒後臨床研修コース概要＞ 

見学研修を 3 ヶ月とし、本校柔道整復科卒業生で 6 ヶ月コース、1年コ

ースを選択したものは 3 ヶ月の研修後実際に患者さんを治療する臨床研

修に移行していく。 

外部コース（他校卒業生）は見学実習のみを予定している。 

 

4） 外部実習生の研修受入状況 

 下記の通り、各部門において外部実習生の研修を行った。 

＜内科部門＞ 

担当医が漢方専門医であることから、当クリニックが「日本東洋医学会

指定研修施設」となっている為、漢方専門医を目指す方々を以下の通り研

修生として長期で 6 ヶ月、短期で 3 ヶ月を目処に受け入れて継続してい

る。 

月曜：午後診 1名、火曜：午前診 1名・午後診 1名 

水曜：午前診 1名、木曜：午後診 1名、金曜：午後診 1名 

＜整形部門＞ 

平成 27 年 8 月より AT 長島治療院より、施術スタッフ 12 名の技能及び

資質向上を目的として、毎週月曜日の夜診帯に 2名ずつ交代で 1年間の見

学研修を受け入れている。 

5） 健康診断等の実施状況 

 下記の通り、当クリニックにおいて森ノ宮医療学園専門学校の実施基準による

学生健診、また、厚生労働省で定められている教職員の健康診断等を法人からの

依頼により実施した。 

①学生健診の受入 

・実施日時：平成 27年 4月 15日 

・実施人数：専門学校学生 612名 

②教職員健診の受入 

・実施日時：平成 27年 10月 5日～11月 6日（延長 11月 20日まで） 

・実施人数：大学 121名、専門学校 49名、診療所 17名 

③インフルエンザ予防接種実施 

・実施期間：平成 27年 11月 2日～平成 28年 1月 31日まで 

・実施人数：186名（一般患者、学生及び教職員） 

6） トレーナー活動との連携強化 

現在、当クリニックでは、宮﨑医師と親交のある今福トレーナー（当学園鍼灸

学科卒業生）、所トレーナー、藤井トレーナー、冨田トレーナー（当学園鍼灸学科

卒業生）を通じ、下記、当該チームのﾒﾃﾞｨｶﾙチェックを含め医療面のサポート体

制の保持に努めいている。 

① 社会人野球 日本新薬㈱ 硬式野球部 

② 社会人野球 日本生命 硬式野球部 

③ 近畿大学 硬式野球部 
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④ 近畿学附属高校 硬式野球部 

⑤堺ブレイザーズ（Vリーグ） 

その他、専門学校教員の関与する各種スポーツ部門のチームからの依頼に対し

ては、臨機に対処するように努めている。 

尚、参考ではあるが、当クリニックリハビリ科員の理学療法士池上は、滝川第

二高校硬式野球部コーチに就任している。 

 

7） 医療スタッフの学術活動状況 

①学術発表 

・第 66回 日本東洋医学会学術総会 

「実践漢方セミナー」 

発表者：新谷医師（平成 27 年 6月 12～14日） 

・第 7回 日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学科（JOSKS） 

「遺残した内側上顆の骨片が投球時内側部痛に与える影響について」 

発表者：宮﨑医師（平成 27 年 6月 18～20日） 

②学術参加状況 

・第 112回 日本内科学会講演会（平成 27年 4月 10～12日） 

・第 29回 日本医学会総会（平成 27年 4月 11～13日） 

・第 10回 日本肩関節理学療法研究会（平成 27年 6月 13～14日） 

・平成 27年度 畿央大学運動器リハビリテーションセミナー（平成 27年

8月 2日） 

・第 32回 和漢医薬学会学術大会（平成 27年 8月 22～23日） 

・全国病院理学療法協会大阪支部研修会（平成 27年 9月 27日） 

・クレドメディカル第 2回接遇フェスタ（平成 27年 11月 1日） 

・第 57回 日本消化器病学会大会（平成 27年 10月 8～11日） 

・第 35回 近畿理学療法記念学会（平成 27年 11月 14～15日） 

・第 24 回 日本柔道整復接骨医学会学術大会（平成 27 年 11 月 6～8 日） 

・第 31回 日本診療放射線技師学術大会（平成 27年 11月 21～23日） 

③加入団体 

・日本医師会 

・大阪府医師会 

・東成医師会 

・日本診療放射線技師会 

・大阪府放射線技師会 

・日本東洋医学会 

・全国病院理学療法協会 

・日本柔道整復接骨医学会 

・日本理学療法協会 

・富山大学和漢診療学講座同門会 

・日本消化器関連学会 

・日本看護協会 

・大阪府看護協会 

・日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学科（JOSKS） 

・日本整形外科学会 

・日本肩関節学会 
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2. 保険診療状況 

1） 患者動向実績 

平成 27 年度の患者動向について、診療日数は前年度対比で 6 日少なかったが、

初診、再診、延患者数すべて前年度を上回る結果となった。特に整形外科の患者

数は約 4,000 名増加（前年度比 119％）となった。 

 
 

2） 保険診療実績 

患者数増加による影響から、平均単価の減少はあったものの内科・整形両部門

において前年度を上回る保険請求となった。特に整形外科の保険請求額は約 950

万円増（前年度比 109％）となった。 

 
※平均単価は端数を四捨五入 

 

3. 収支状況 

1） 収支状況（前年度比較） 

上記保険請求額等の増加により医業収益が約 1,000万円の増加（前年度比 106％）

となったが、人件費等の増加によって相殺された。最終利益は約 120 万円増の結

果となった。 

 
 

 

 

  

年間対比 単位：円

月 日数 患者数 初診 再診 患者数 初診 再診 患者数 初診 再診
平成27年度 238 33,306 3,831 29,475 7,854 1,096 6,758 25,452 2,735 22,717
平成26年度 244 28,894 3,641 25,253 7,515 971 6,544 21,379 2,670 18,709

比較差 ▲ 6 4,412 190 4,222 339 125 214 4,073 65 4,008

整形全体 内科

年間対比 単位：円

日数 患者数 請求金額 平均単価 患者数 請求金額 平均単価 患者数 請求金額 平均単価
平成27年度 238 33,306 156,303,350 4,693 7,854 41,368,440 5,267 25,452 114,934,910 4,516
平成26年度 244 28,894 146,451,200 5,069 7,515 41,048,490 5,462 21,379 105,402,710 4,930

比較差 ▲ 6 4,412 9,852,150 ▲ 376 339 319,950 ▲ 195 4,073 9,532,200 ▲ 414

全体 内科 整形

単位：円

平成26年度 平成27年度 比較差 備考
医業収益 158,700,199 168,684,557 9,984,358
医業材料費 15,847,702 14,577,852 ▲ 1,269,850 医薬品の減少約100万円

売上総利益 142,852,497 154,106,705 11,254,208

医業費用 123,694,045 134,078,659 10,384,614 人件費の増加約1000万円

営業利益 19,158,452 20,028,046 869,594

医業外収益 881,691 734,736 ▲ 146,955 実習費収入
医業外費用 1,706,405 1,235,215 ▲ 471,190 退職引当金の減少

経常利益 18,333,738 19,527,567 1,193,829
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５．森ノ宮医療学園出版部   
                     
（１）概況報告  
平成 27 年の売上実績は、24,463,662 円（予算 27,662,000 円 達成率 88.40％）と

いう結果である。 

具体的な事業活動としては、基幹である雑誌『鍼灸 OSAKA』4号発行に尽力するとと

もに、企画遂行に向け尽力したが、結果として、新規単行本については、執筆者サイ

ドの事情等から発行に至らず、おおむね次年度への継続案件となった。一方、既刊本

の改版等 3点（『治療家の経営術』・『柔道整復理論サブノート改定第 4版』・『ポケット

鍼灸臨床ガイド』改定第 3版）を発行した。 

売上の達成率は、上記予想された新刊本の未発行による売上減と、引続く書物離れ

の影響からの書籍全般の売上微減の累積よるものと推測される。 

販売促進への取り組みとしては、定期購読中止者への DM による〈『鍼灸 OSAKA』バ

ックナンバー割引セール〉および他校へ定期購読キャンペーンを実施した。結果は、

下記に記したが、バックナンバーへの需要を実感する結果となり、今後も年２回程度、

同キャンペーンを実施したい。また、校友会勉強会や学園関係者主催の勉強会（セミ

ナー）での出展販売においても良好な手応えがあり、可能な限り継続する予定である。 
出版部事業として、東洋医学等の発展に資するための企画として、イベントの実施

を挙げているが、27 年度は紀伊国屋書店本町店にて「お灸は世界を変える」と題す

る「モクサアフリカ」の活動報告と PRを行い、業界のみならず一般の方へも直接灸

の効果をアピールした。 

平成２８年度については、継続企画の実現を第一に、『鍼灸 OSAKA』の新たな展開を

必須項目として取り組むとともに、森ノ宮医療学園出版部ならではの企画を提案して

いく所存である。   

なお、検討事項の「森ノ宮医療大学出版会」商標登録については、状況を鑑み、結

論を出す予定である。 

 
（２）制作・出版物報告 
 
１）「鍼灸 OSAKA」の発行 〈117～120号 各 1800部 発行〉 

 

   No  発行日 特 集 

第 117号 2015/5/20発行 刺絡 2―次世代へ向けて― 

第 118号 2015/9/11発行 社会鍼灸学と鍼灸社会学 

第 119号 2015/12/11発行 新たな国民病、慢性腎臓病への鍼灸治療 

第 120号 2015/03/12 発行 WFWSがやってくる 

 

 2）27年度発行の単行本等編集・制作 

＊『治療家の経営術』（山下健著 復刻版） 

＊『柔道整復理論サブノート 改定第４版』（責任編集伊黒浩二） 

＊『ポケット鍼灸臨床ガイド』改定第 3版 1刷（監修坂本歩） 

＊「校友会報」（年 1 回 No.15 ）・グリーティングカード 1 点・DVD１点（編集中） 

 

 

3）28 年度継続制作予定の出版物 

＊『中国針灸学術史大綱』(黄龍祥著 日本語訳)：第 1 部翻訳校閲進行中 

＊『はりきゅう Q&A』(森ノ宮医療学園出版部編) 

＊『経絡経穴取穴 Study』 : 編集制作中 

＊『モクサフリカ 小さなお灸で世界を変える』：進行中   
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（３）平成 27 年度事業計画進捗状況  
 

  27 年度計画制作物・事業 実績・進捗状況   

季刊誌 鍼灸 OSAKA117 発刊 了 

季刊誌 鍼灸 OSAKA118 発刊 了 

季刊誌 鍼灸 OSAKA119 発刊 了 

季刊誌 鍼灸 OSAKA120 発刊 了 

書籍販売 教科書･参考書販売 予定通り完了 了 

書籍販売 図書室図書販売 完了 了 

単行本 中国針灸学術史大綱第１巻 28 年度に校了予定 継続 

単行本 はりきゅう Q&A 28 年度に出版予定 継続 

単行本 経絡経穴取穴 Study 28 年度に出版予定 継続 

デジタル 鍼灸 OSAKA 絶版号 28 年度発売予定 継続 

デジタル 鍼灸臨床ポケットガイド アプリ 28 年度出版予定    継続 

制作受託 校友会報 制作済み  了 

 DVD（下條喜信先生） 28 年度発行予定（編集中） 継続 

 
 
（４）売上報告 
● 27 年度月別売上（単位：円） 

月 売上額（円） 24,463,662 

4 月 2,247,149 8 月 1,792,058 12 月    3,217,004 

5 月 2,883,605 9 月 2,944,291 1 月     83,8011 

6 月 1,870,397 10 月    1,569,860 2 月     630,181 

7 月 2,276,234 11 月 854,718 3 月    3,340,154 

 

● DM によるキャンペーン 

『鍼灸 OSAKA』定期購読休眠者（かつて購読していた方）へのバックナンバー割引価

格販売キャンペーンを期間限定（約 1 カ月間）で行った。また同時に、東洋医学系学

科および看護学部を有する学校 72校（専門学校・大学）へ『鍼灸 OSAKA』定期購読案

内を送付した。 

＊学校関連は、直接購読申込みではなく、書店を通じての購入がほとんであるため、

DMとの因果関係は不明であるが、結果的には購読校は増加している。 

 

● 店訪問・営業 

 学会出展時に開催地を中心として、時間的余裕に応じてその近郊書店を訪問し、出版部発行

書籍のＰＲを行っている。また、新刊発行予定についても、取次書店担当者はもちろん、各小

売書店の医学書担当者と対面して事前ＰＲすることで、発行時に委託等注文がスムーズ得られ

る。 

 

〔取扱書店一覧〕     

WEB 書店  Amazon  

   

Fujisan（鍼灸 OSAKAのみ）  

紀伊国屋 BookWEB セブンネットショッピング ヨドバシカメラ 

メテオメディカルブックセンター YAHOO！ブックス など         
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店舗 

北海道 MARUZEN&ジュンク堂書店札幌店 岐阜県 喜久屋書店・大垣店 

岩手県 

蔦屋書店函館店 丸善札幌南一条店  

ジュンク堂書店旭川店 

MORIOKATUTAYA 三重県 ワニコ書店 

宮城県 アイエ医書センター 京都府 紀伊國屋書店・京都御池店 

 丸善・仙台アエル店  ジュンク堂書店・京都店 

   ジュンク堂書店・京都 BAL店 

福島県 八重洲ブックセンター・郡山店  アバンティブックセンター 

栃木県 大学書房メビウス 大阪府 紀伊國屋書店・梅田本店 

群馬県 喜久屋書店・太田店  紀伊國屋書店・本町店 

千葉県 三省堂書店・そごう千葉店  ジュンク堂書店・大阪本店 

 丸善・津田沼店  ジュンク堂書店・難波店 

 宮脇書店・印西牧の原店  関西医書 

東京都 三省堂書店・神保町本店  丸善・なんば OCAT 店 

 文進堂  神陵文庫・大阪支店  

 東方書店  田村書店・千里中央店 

 亜東書店 兵庫県 神陵文庫・本社 

 いざわ書林  ジュンク堂書店・三宮店 

 燎原書店  ジュンク堂書店・三宮駅前店 

 新樹社書林  ジュンク堂書店・姫路駅前店 

 丸善・本店 島根県 島根井上書店 

 八重洲ブックセンター・本店 岡山県 泰山堂書店 

   泰山堂書店・鹿田店 

 旭屋書店・池袋店  丸善・シンフォニービル店 

   喜久屋書店・倉敷店 

 紀伊國屋書店・本店 広島県 井上書店 

 紀伊國屋書店・新宿南口店  井上広文館 

 ジュンク堂書店・池袋店  フタバ図書・TERA医書  

 たにぐち書店 徳島県 久米書店 

 オリオン書房・ノルテ店  久米書店・医大前店 

神奈川県 有隣堂・医学書センター 香川県 宮脇書店・本店  

 有隣堂・川崎 BE店  宮脇書店カルチャースペース 

 あおい書店横浜店  宮脇書店・南本店 

 ACADEMIA・港北店 愛媛県 丸三書店 

 ACADEMIA・ちはら台店 福岡県 丸善・福岡ビル店 

長野県 明倫堂書店  紀伊國屋書店・福岡本店  

新潟県 考古堂書店  紀伊國屋書店・福岡天神店 

富山県 文苑堂書店・福田本店  ジュンク堂書店・福岡店 

石川県 前田書店  喜久屋書店・小倉店 

静岡県 丸善・新静岡店 長崎県 紀伊國屋書店・長崎店 

 ガリバー 大分県 ジュンク堂書店・大分店 

愛知県 大竹書店 鹿児島 ジュンク堂書店・鹿児島店 

 丸善・名古屋栄店 沖縄県 考文堂 

 三省堂書店・高島屋店 韓国  釜山 栄光図書 
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Ⅲ.財務の概要 
 

 旧学校法人会計基準ベースでは、帰属収入額が 2,758百万円、帰属収支差額比率

が 10.0%で、平成 26年度比でそれぞれ△61百万、△5.1％となった。専門学校の

学納金収入の減少が主要因である。 

 新学科関連の固定資産取得等により、翌年度繰越収入超過額が△1,044 百万とな

る一方で正味資産は 27百万円増加した。。 

 日本私立学校振興・共済事業団の基準に基づく経営状態判定結果は、引き続き最

上位ランク（A1）を維持した。 

 

 

表１：平成 27年度決算概要 
      （単位： 円） 

No．  平成 27 年度※ 平成 26 年度 平成 25 年度 平成 24 年度 説明 

1 帰属収入 2,758,027,401 2,818,708,306 2,842,770,824 2,735,524,015 
消費収支（単年度） 

の収入合計 

2 消費支出 2,481,058,394 2,394,096,562 2,254,081,168 2,280,737,125 
消費収支（単年度） 

の支出合計 

3 帰属収支差額 276,969,007 424,611,744 588,689,656 454,786,890 1-2 

4 基本金組入 △ 2,878,085,848 △ 13,960,200 △ 92,940,851 △ 27,005,220 
将来存続に向けての 

最低限の設備など備え 

5 差引収入超過 △2,601,116,841 410,651,544 495,748,805 427,781,670 3+4（△支出超過額） 

6 
前年度繰越収入 

超過額 
1,556,923,456 1,142,597,102 616,848,297 183,778,597 

差引収入超過額     

の累計額 

7 基本金取崩 - 3,674,810 30,000,000 5,288,030   

8 
翌年度繰越 

収入超過額 
△1,044,193,385 1,556,923,456 1,142,597,102 616,848,297 

5+6+7       

（△は支出超過額） 

 ※27年度の数値は事業活動収支計算書を旧・消費収支書の形式に置き換えたもの 

 

※事業活動収支計算書(概要) 

No．  平成 27 年度 説明 

1 教育事業活動収入 2,739,177,618 
- 

2 教育事業活動支出 2,462,650,960 
- 

3 教育活動収支差額 276,526,658 
1-2 

4 教育活動外収入 2,113,923 
- 

5 教育活動外支出 0 
- 

6 経常収支差額 278,640,581 
3+4-5 

7 特別収支差額（集計） △1,671,574 
     

- 

8 組入前当年度収支差額 276,969,007 
6+7 

9 基本金組入額 △2,878,085,848 
- 

10 当年度収支差額 △2,601,116,841 
8+9 

11 前年度繰越収入差額 1,556,923,456 
- 

12 翌年度繰越収支差額 △1,044,193,385 

10+11 
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表２：正味資産の推移 
     （単位： 円） 

  平成 27 年度 平成 26 年度 平成 25 年度 平成 24 年度 平成 23 年度 

正味資産 
（総資産-負債） 

12,311,200,147 

（内流動資産総額

320,448,034）、 

12,034,231,140 11,609,419,426  11,020,929,740  10,566,142,850  

資産増加額 276,969,007 424,811,714 588,489,686  454,786,890  581,029,356  

 

 

表３．主な財務比率 

項目 平成 27 年度 平成 26 年度 平成 25 年度 平成 24 年度 平成 23 年度 説明 

帰属収支差額比率 
10.0% 15.1% 20.7% 16.6% 22.0% 

帰属収入―消費支

出/ 帰属収入 

教育研究経費比率 
23.7% 24.6% 23.3% 22.0% 26.7% 

教 育 経 費 /      

帰属収入 

管理経費比率 
13.0% 9.5% 8.5% 8.3% 9.3% 

管 理 経 費 /      

帰属収入 

経常収支差額比率 
10.2％     

経 常 収 支 差 額 /   

経常収入 

教育研究経費比率 
23.9%     

教 育 経 費 /      

経常収入 

管理経費比率 
13.1%     

管 理 経 費  /     

経常収入 

 
 
（参考）日本私立学校振興・共済事業団基準にもとづく経営状態判定結果 

項目 YES/NO 備考 

教育活動資金収支差額が、３年のうち２年以上赤字で

ある。 
NO   

外部負債を約定年数または 10年以上に返済できない NO   

修正前受金保有率 100％未満である NO 
修正前受金保有率

364％ 

経常収支差額が 3 年うち 2年以上赤字である。 NO   

黒字幅が 10％未満か？ NO 経常収支比率 10.２％ 

積立率が 100％未満か？ NO 積立率 120％ 

 判定結果 A1 14 段階中最上位ランク 

 
 
 

 
以上 


